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緒 言

　接着芯地が開発され，一般に使用されるようになって

から久しいが接着芯地は扱う布の材質により，使用困難

な点も多い．しかし，それらも常に改革がなされ，縫製

の手間がはぶける，早い仕上がりが得られる，人件費の

高騰などから既製服業界などでの需要は，盛である．洋

裁を専門とする人，学校教育の場においては，被服構成

ならびに他教科で使用されているが，その発達，使用状

況の割合には，主婦の家庭内での利用度が少ないように

感じられる．市場には，家庭洋裁に関する参考書となる

本がいろいろ出廻ってはいるが，接着芯地の扱い方，使

用上の注意などが細かく出ている本は多いとはいえない

事に関連しているのであろうか．

　我々は，昭和45年から，家庭の主婦の接着芯地に対す

る理解，扱い方などにつき調査を行い，その結果を，中

学校の生徒を持つ家庭の主婦の接着芯地の使用状況につ

いて1），高等学校の生徒を持つ家庭の主婦の接着芯地の

使用状況について2），として報告して来たが，今回は幼

稚園の園児を持つ家庭の主婦の接着芯地の使用状況につ

いて報告し，学生の接着芯地の使用状況について3）の調

査結果の一部と比較する．’

　更に，それぞれ10年後の調査結果と比較し，どのよう

な変化，発展があったかを検討してみたいと考えている．

なお，今後も引続き実験および部分的な応用などについ

て，研究，考察を行うものである．

調査方法

1．調査時期：昭和47年11月

2．　調査対象：幼稚園の園児の家庭の主婦の接着芯地の

　使用状況についての調査対象は，東京都の私立幼稚園

　の園児の家庭の主婦である．居住地域は，東京都の城

　北地域の一部である．

3．　実施方法：幼稚園の園児の家庭の主婦に調査用紙を

　配布し，解答を求めた．なお，この調査用紙は，家庭

　洋裁についての種々の設問のあとに，接着芯地につい

　て説明をし，設問，解答を求めたものである．

4．　調査項目：次の項目について調査を行った．

　a．主婦の年齢について

　b．主婦の最終学歴について

　c．主婦の最終学歴のほかに洋裁に関する専門教育に

　　　ついて

　d．接着芯地に関する知識の有無について

　e．接着芯地を使用したことの有無について

　f．接着芯地を使用したことのある主婦については，

　　　各種洋服のどの部分に使用したかについて

　9．接着芯地を使用したことのある主婦については，

　　　使用した接着芯地の種類と品名の認識について

　h．接着芯地を知っていて使用しなかった主婦の理由

　　　について

　i．主婦の接着芯地についての感想

5．回収率：配布総数300，回収数297で平均回収率は

　99．0％であった．

調査結果および考察

接着芯地についての基礎研究（第3報）

第8被服構成研究室 a・主婦の年齢について
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　主婦の年齢については，次の通りである．幼稚園の園

児の主婦の年齢は，25才～47才であり，平均年齢は32，6

才である．20才代が51人17・2％，30才代223人で75．　1％，

40才代は18人6・1％，無回答5人1．6％となっており，30

才代が全体の過半数を占めている．先きに報告した中学

校1年生～3年生の家庭の主婦の場合の年齢の範囲は，

32才～58才，平均年齢は41．　3才で，その内訳は，30才代

35・2％，40才代58．5％，50才代4．4％である．又，高等

学校1年生～3年生の家庭の主婦の年齢範囲は，34才～

58才，平均年齢44．1才，30才代が，8．7％，　40才代79．4％，

50才代9・3％であった．幼稚園の園児を持つ家庭の主婦

の年齢はさすがに若い．

　b・主婦の最終学歴について

　主婦の最終学歴については，次の通りである。旧制高

等女学校を含む高等学校以上の教育を受けた主婦が79．8

％であった．その内訳は，尋常小学校卒業者0．3％，高

等小学校卒業者1．3％，新制中学校卒業者17．2％，旧制

高等女学校卒業者4．0％，高等学校卒業者59．3％，専門

学校卒業者6．4％，短期大学卒業者6．1％，大学卒業者4．0

表1　主婦の最終学歴のほかに洋裁に関する専門教

　　　育について

％であり，無回答0．7％である．

　C・　主婦の最終学歴のほかに洋裁に関する専門教育に

　　ついて

　主婦の最終学歴のほかに洋裁に関する専門教育につい

ては，表1に示す通りである．受けたと回答した主婦は

153人51．　5％である．その内訳についてみると，洋裁学

校出身の場合，3ケ月～6年までの計が115人75．2％で

あり，個人教室で学んだ主婦は計21人13．　7％o，そのほか

洋裁学校と個人教室の両方に通って学んだ主婦は17人，

11．1％である．中でも2年間以上専門に修得した主婦は，

洋裁学校，個人教室，そのほかを合わせ62人40．5％，1

年～L5年間の修得者が75人49．0％である．

　以上のような条件の主婦の接着芯地に対する使用状況

については，次のようである．

表2　接着芯地に関する知識の有無について

＼
一s一

知っている

知　ら　な　い

無　　回　　答

実数（人）呼均（％）

156

126

15

52．5

42，4

5．1

表3　接着芯地を使用したことの有無について
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Q実数（人）1平均（％）

受　　け　　た 153

受けなかった 133

無　　回　　答 11

51．5

44．8

3．7

＼一一＿

＼～
あ る
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無　　回　　答

実数（人）【平均（％）

70

78

8

44．9

50．0

5．1

表4　接着芯地を使用したことのある主婦については，各種洋服のどの部分に使用したかについて

ス　　　カ ト

ブ　　ラ　　ウ　　ス

ワンピース・ドレス

ス ツ

コ ト

子 供 服

そ の 他

無 回 答

接着芯地を使用した主な部分 1実数（人）1平均（％）

ウェストの見返し，ベルトなど

えり，前立て，見返しなど

えり，見返し，そで口など

えり，前身ごろ，見返し，そで口など

えり，前身ごろ，見返し，そで口など

えり，前身ごろ，前立て，そで口など

帽子，袋物など

46

28

33

34

35

37

8

2

65．7

40．0

47．1

48．6

50．0

52．9

11．4

2．9

（頻数による）
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　d・接着芯地に関する知識の有無について

　接着芯地に関する知識の有無については，297人の主

婦の結果で，表2に示す通りである．

　接着芯地を知っていると答えた主婦は156人52．5％，

知らないと答えた主婦126人42。4％，無回答15人5．1％で

ある．

　昭和45年度に入学の大学生および昭和46年度入学の大

学生に調査を行った際ほとんど全員が知っていると回

答しでいたが，年代の差が感じられる．

　e・接着芯地を使用したことの有無について

　接着芯地を使用したことの有無については，d．接着

芯地に関する知識の有無についての設問で，接着芯地を

知っていると答えた主婦156人52．5％の結果で，表3に

示す通りである．

　学生が接着芯地を使用したことの有無については，昭

和45年度入学生では，11．7％，昭和46年度入学生では，

81．6％であった．中学生を持つ家庭の主婦の場合は，使

用したことがあると答えた主婦は108人40．8％，使用し

たことがないと答えた主婦139人52．4％，無回答18人6．　8

％．又高校生を持つ家庭の主婦の場合は，使用したこと

があると答えた主婦304人44．7％，使用したことがない

と答えた主婦は342人50・2％，無回答35人5．1％であり，

いつれの主婦の場合も使用した主婦に大きな差違は見ら

れなかったが，学生との差は大である．

　f・接着芯地を使用したことのある主婦については，

　　各種洋服のどの部分に使用したかについて

　接着芯地を使用したことのある主婦については，各種

洋服のどの部分に使用したかについては，接着芯地を使

用したことのある主婦70人44．9％の結果であり，表4に

示した．

　スカートの各部分に使用している場合が最も多く，

65．7％，次が子供服の52・9％，コートに，50・O％，スー

ツに48．6％，ワソピース・ドレスに47．1％，ブラウス

40．　0％，その他11．4％である．

　最も使用状況の多いスカートの主な部分は次のようで

ある．ウエストの見返しの部分に32．9％，ベルトに5．7

％である．

　ブラウスを見ると，えりが最も多く12・8％，次が前立

てに10．0％，見返しに4・3％である．

　ワンピース・ドレスでは，えりに11・　4％，見返しとそ

で口にそれぞれ5．7％つつ使用している．

　スーツにおいては，えり，前身ごろに7．2％つつ使用

しており，見返し，そで口に5．7％つつ用いている．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E
コートでも同じく，えりに使用したh：10．　093，，次が前

身ごろに7．2％，見返しとそで口に5・7％つつである．

　子供服では，やはりえりに多く，8．　6％，次が前身ご

ろ5．7％，前立てにも5．7％使用されている．

　学生の場合には，教材でスカートを取りあげており，

スカートの見返し，ベルトなどに使用されたのが圧倒的

に大であったが，主婦の場合もスカートは容易に縫製が

なされているとみて良いであろう．

　9・接着芯地を使用したことのある主婦については，

　　使用した接着芯地の種類と品名の認識について

　接着芯地を使用したことのある主婦については，使用

した接着芯地の種類と品名の認識についての結果は表5

に示す通りで，接着芯地を使用したことのある主婦70人

44・　9％を対象としたものである．

　わかると答えた主婦30人42．9％，わからないと答えた

主婦30人42．　9％，無回答10人14．2％である．

　わかると答えた主婦の内，さらに使用した接着芯地が

織布接着芯地か不織布接着芯地かについては，織布接着

芯地と回答した主婦6．7％，不織布接着芯地と回答した

主婦43．3％，，無回答43．3％である．

表5　接着芯地を使用したことのある主婦については，

　　使用した接着芯地の種類と品名の認識について

㌔－

わ　　か　　　る

わからない

無　　回　　答

実数（人）1平均（％）

30

30

10

42．9

42．9

14．2

表6　接着芯地を知っていて使用しなかった

　　主婦の理由について

一むずかしそうだから

購入しづらいから

使い方がわからない

心　配　で　あ　る

そ の 他

無 回 答

黙（人）1平均（％）

4

8

16

11

20

22

5．1

10．3

20．5

14．1

25．6

28．2

（頻数による）
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　接着芯地について，全体の半数近くが種類や品名につ

いての認識がなく，わかると答えながら無回答の％が意

外に高い結果が出ており，確かな知識のないまま使用し

た場合に生ずる「不安」と，何らかの方法で「知識を深

める」ことの必要性を痛感する．

　h．接着芯地を知っていて使用しなかった主婦の理由

　　について

　接着芯地を知っていて使用しなかった主婦の理由につ

いては，接着芯地を知っていて使用しなかった主婦78人

50．　0％の結果で，表6に示す通りであり，学生の調査結

果と同じような傾向である。

　「その他」が，20人25．6％と多いが，その内訳は，

「芯地を必要とする物は作らない」，「洋服を縫わないか

ら」，などであり，「今までの物で間に合っている」，「今

までしていた方法でうまくいきそうなので」，「でき上が

りが思うようにならない」と回答した主婦も少数あった．

「むずかしそうだから」，「心配である」，とか「接着芯

地を知っているが，使う方法がよくわからない」と言う

主婦に対しては，積極的に，簡単なものから手がけて欲

しいし，その機会を得られるようにしたいものである．

　i・　主婦の接着芯地についての感想

　主婦の接着芯地についての感想は，次のようなもので

あった．「手早くできるので便利である」，「忙しい時に

良い」，「簡単である」，「能率的で良い」，「子供服には便

利である」，「合理的で洋裁を職業としている者には，欠

かせない」，「どんどん使いたい」，「単価が安いので，既

製品には良いと思う」などの感想がある反面，「子供服

など洗濯の激しい物に耐えられない」，「水洗いではがれ

るので，ステッチのきいたデザインを考えなくてはなら

ない」，「表にひびくことがある」，「でき上がりがつっば

って良くない」，「前立て，立えりの場合には良いが，あ

まり感心しない」など，表布の材質との関係，技術面の

容易でないことなどが上げられていた．

要 約

　以上の調査結果を見ると，幼稚園の園児を持つ主婦の

接着芯地の使用状況については，接着芯地を知っている

主婦は，52．5％であったが，まだ子供が小さくて充分に

自分の時間が持てない，接着芯地の使い方が本当に理解

されていないなどの理由から，実際に使用したことのあ

る主婦は，決して多いとは言えない．しかし，能率的，

便利，どんどん使用してみたい，との積極さもみられた．

　その使用状況は，日常着として縫製されているものの

内，使用の多い順からみると，スカート，子供服，コー

ト，スーツ，ワンピース・ドレス，ブラウスなどであっ

た．

　使用した接着芯地の種類と品名などの細部についての

知識や使用方法，使用上の注意点などを把握することが

できれば，家庭洋裁の合理化ならびに能率化が更に促進

され，一層多くの人々に利用されるようになるのではな

いだろうか．

　接着芯地を直接使用しなくても，その活用方法，取り

扱い方，購入時の諸注意などを知ることは，技術を身に

つける以上に大切なことと思われるので，主婦の為に，

教育の場をたくさん与えてあげるべきであると思う．

　今後この研究は，調査結果をもとにして，接着芯地の

実験及び部分的な応用などについて，研究考察をしてゆ

きたいと考えている．

　おわりにあたり，この調査研究にご協力をいただきま

した，私立練馬幼稚園園長安蔵吉以先生，同園の諸先生

およびお母さま方に厚く御礼を申し上げます．
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